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「55、56、57、58、… 」
あと もうすこしで いなばのくに です。

そこへ おおぜいの いじわるな かみさまたちが とおりかかりました。
かみさまたちは、やがみひめ という うつくしい かみさまに
けっこんの もうしこみに いくところ でした。
しろうさぎに きづいた かみさまの ひとりが いいました。

けがわを はがされた しろうさぎは、
いたくて　いたくて、わんわん なきました。
けがわを はがされた しろうさぎは、
いたくて　いたくて、わんわん なきました。
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しろうさぎは うれしくなって、とくいまんめんに ほんとうの ことを いって しまいました。
「くらべっこ なんて うそだよ。 ぼくは ただ いなばのくにに いきたかった だけさ。
 きみたち、おばかさんだなあ！」

それを きいた さめたちが、
「なんだと、よくも だましたな！」
と、かんかんに おこって おおきな きばを むくと、しろうさぎの けがわを はいで しまいました。

しろうさぎは、そのごも、いなばのくにで しあわせに くらしたそうです。
やがて この かみさまは「おおくにぬしのみこと」と よばれ、
この しろうさぎは「うさぎがみ」と よばれるように なりました。

むかし むかし、おきのしまという ちいさな しまに 1ぴきの しろいうさぎが すんでいました。
しろうさぎは、うみの むこうの いなばのくにと よばれる おおきな しまを ながめては、
「むこうの しまへ いって みたいなあ。」
と いつも おもっていました。

それから しろうざぎが 
いった とおり、
やがみひめは やさしい かみさまを えらび 
けっこんしました。

それから しろうざぎが 
いった とおり、
やがみひめは やさしい かみさまを えらび 
けっこんしました。
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「そうか そうか、かわいそうに。かわの みずで からだを あらって
 がまの ほわたに くるまりなさい。」
しろうさぎが いわれた とおりにすると、いたみは おさまり、しろいけも はえてきて
からだは すっかり もとどおりに なりました。

うさぎが いうと、
「いいとも、おもしろそうだ。」
「じゃあ、きみは なかまを たくさん あつめておくれ。」
「よし きた！」　

「ありがとうございます。」
しろうさぎは いわれたとおりに やってみましたが、
なおるどころか かいすいが しみて ますます いたくなりました。

さめたちは、こちらのしま から むこうのしま まで いちれつに ならびました。
「1、2、3、4、… 」
うさぎは、ぴょんぴょんと、さめの せなかの うえを とんでいきました。
「しめしめ、うまくいったぞ。」

「なんだい、うさぎくん。」
さめが たずねました。
「ぼくのなかまと きみのなかま、 
どちらが おおいか くらべっこ しようよ。」

「うみの しおみずで からだを あらい、 
かぜに あたれば よくなるだろう。」
と、うそを おしえました。

「うみの しおみずで からだを あらい、 
かぜに あたれば よくなるだろう。」
と、うそを おしえました。
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あるひ、たくさんの さめが およいでいるのを みて しろうさぎは いいことを おもいつきました。
「さめくん、ちょっと はなしが あるんだ。」

しろうさぎは こころから はんせい しました。そして、やさしい かみさまに いいました。
「あの いじわるな かみさまたちは だれも やがみひめとは  けっこん できないでしょう。
 やがみひめが えらぶのは にもつはこびを している  あなたでしょう。」

さっそく うみには、たくさんの さめたちが あつまって きました。
「さめくん、さめくん。まずは きみたちが いなばのくにまで  いちれつに ならんでおくれ。 
 ぼくは きみたちの せなかの うえを わたりながら かぞえていくよ！」
「よし、わかった！　さっそく はじめよう。」

すると そこへ、おおきなにもつを もった べつの かみさまが やってきました。
この かみさまは、さきに すすんでいった いじわるな かみさまたちの
おおにもつを もたされていました。
やさしい かみさまは しろうさぎに きづきました。

「ありがとうございました。」
しろうさぎがおれいをいうと、
やさしい かみさまは いいました。
「もう だれも だましては いけないよ。
 うそをつくと、 じぶんに 
 かえってくることに なるんだよ。」
「はい、もう うそは つきません。」

「ありがとうございました。」
しろうさぎがおれいをいうと、
やさしい かみさまは いいました。
「もう だれも だましては いけないよ。
 うそをつくと、 じぶんに 
 かえってくることに なるんだよ。」
「はい、もう うそは つきません。」


